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Abstract

Ｏ、thethreekindsofartificialreefs（stonereef，concreteblockreef，sunken

boatreef）submergedintothesea-bottomaroundtheSatsumaPeninsulainKagoshima

Pretecturedivingobservationswerecarriedout･

Concerningtherespectivereef，ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｂｔａｉｎｅｄｗｅｒｅａｓｉｎｔｈｅｆollowing：

１）Aboutthegatheringeffectofthestonereefitwasascertainedthattheｅｆｆｅｃｔ

ｆｒｏｍｔｈｅｈｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅｒｅｅｆｗａsquitenegligible，ａｎｄｉｎｐｒｏｍｏｔｉｎｇｔｈｅｅｆｆｅｃｔｗｈａｔ

ｍａｔｔｅｒｅｄｗａｓｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｔｈｒｅｅｉｔｅｍｓ，ｎａｍｅｌｙ；ｔｈｅｕｎｅｖｅｎｎｅｓｓｏｆｔｈｅｓｔｏｎｅｓｕｒ－

ｆａｃｅｐｅｒｆｏｒａｔｉｏｎｓｕｐｏｎｔｈｅｓｔｏｎｅｓｕｒｆace，ｃｒａｃｋｓａｎｄｆｉｓｓｕｒｅｓｏｆｔｈｅｓｔｏｎｅｓ，

２）Incaseoftheconcreteblockreef，ｗｈｅｎｔｈｅｒｅｅｆｓｗｅｒｅｓｕｂｍｅｒｇｅｄｉｎａｓｃat‐

teredcondition，ｔｈｅｇａｔｈｅｒｉｎｇｅｆｆｅｃｔｗａｓｎｏｔｅｄｔｏｂｅｑｕｉｔｅｎｅｇｌｉｇｉｂｌｅ；ｂｕｔｗｈｅｎ

ｔｈｅｙｗｅｒｅｓｕｂｍｅｒｇｅｄｉｎａｆｏｒｍｏｆｇａｔｈｅｒｉｎｇｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇｏｆｆｒｏｍ３ｔo5individuals，

ｔｈｅｅｆｆｅｃｔｗａｓｎｏｔｅｄｔｏｂｅｅｍｉｎｅｎｔ；especiallybｉｇｅｆｆｅｃｔｗａｓｎｏｔｅｄｉｎｔｈｅｃａｓｅｉｎ

ｗｈｉｃｈｔｈｅｄｉｓｔａｎｃｅｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｇａｔｈｅｒｉｎｇｓｗａｓｓｅｔｗｉｔｈｉｎｔｈｅｗｉｄｔｈｏｆｅｆｆｅｃt-space，

ｎａｍｅｌｙ，ｗｈｅｎｔｈｅｄｉｓｔａｎｃｅｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｇａｔｈｅｒｅｄｃｏｎｃｒｅｔｅｂｌｏｃｋｓｗａｓｋｅｐｔｗｉｔｈｉｎ

ｔｈｅｗｉｄｔｈｃｏｕｎｔｉｎｇｍｏｒｅｏｒｌｅｓｓｔｈａｎ２，．

３）Ｉｎｃａｓｅｏｆｔｈｅｓｕｎｋｅｎｂｏａｔｒｅｅｆ，thehighe6tgatheringeffect，ｅｓpeciallyabout

thelargeandmiddleｓｉｇｅｄｆｉｓｈ，ｗａｓｎｏｔｅｄｉｎｔｈｅｈｏｌｄｏｆｔｈｅｓｕｎｋｅｎｂｏａｔｗｈｉｃｈ

ｗａｓｍａｄｅｏｐｅｎａｔｔｈｅｕｐｐｅｒｐｏrtandleftlidless・

Ａｎｄｔｈｅｅｆｆｅｃｔｗａｓｐｒｏｍｏｔｅｄｆｕｒｔｈｅｒｍｏｒｅｗｈｅｎｔｈｅｓｕｎｋｅｎｂｏａｔｗａｓｓｕｐｐｌｉｅｄ

ｗｉｔｈｓｔａｎｃｈｉｏｎｓｏｎｔｈｅｓｉｄｅ－ｗａｌｌ，ｏｒｗｈｅｎｓｏｍｅｕｎｅｖｅｎｎｅｓｓｗａｓｓｕｐｐｌｉｅｄｏｎｔｈｅ

ｓｉｄｅ－ｗａｌｌｉtselfvertically、

４）Concerningthewidthoftheeffectivespace，ｉｎｃａｓｅｏｆｔｈｅｂｏｔｔｏｍｆｉｓｈ，ｉｔｗａｓ

ｎｏｔｅｄｔｏｂｅＯ､５～２ｍｉｎｈｅｉｇｈｔａｎｄＯ､５～３ｍｉｎｗｉｄｔｈ，ｂｕｔｗｈｅｎｔｈｅｒｅｗａｓａｆｌｏｗｉｎｇ

ｔｉｄｅ，ｉｔｗａｓｍａｄｅｗｉｄｅｎｅｄａｔｔｈｅｕｐｐｅｒｐａｒｔｏｆｔｈｅｔｉｄｅ，ａｎｄａｔｎｉｇｈｔｉｔｗａｓｔｈｅ
ｈｅｉｇｈｔｔｈａｔｗａsenlarged、

５）Concerningthekindofthefishrelatedmostintimatelywiththegathering
effectoftheartificｉａｌｒｅｅｆｓ・

Ｗｅｍａｙｍｅｎｔｉｏｎｔｈｅｎａｍｅｏｆｔｈｅｓｅａｕｒchin（Ｄｊａｚ物ｚａＳｇ加s""）incaseofthe

attachingorganism，ａｎｄｔｈｅｎａｍｅｏｆｔｈｅｃａｒｄｉｎａｌｆｉｓｈ（A加gりれＳｇ”伽””s）ｉｎｃａｓｅ
ｏｆｔｈｅｓｍａｌｌｓｉｇｅｄｆｉｓｈ．

＊鹿児島大学水産学部漁具学研究室（LaboratoryofFishingGear，FacultyofFisheries，Kago‐
shimaUniversity，Kagoshima，Japan）
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Ｆｉｇ．２Theresearchingpointofthe
artificialreef．

１ ．緒言

漁業権内地先海面沖合では，数多くの種類に及ぶ人工魚礁が設定されている．前報では，沖

縄県の勝連半島沖合の沿岸近くにおける，コンクリートブロック，ドラム缶，沈船の三種の人

工魚礁の設置状況を比較した。

本報では，鹿児島県の薩摩半島周辺海域の漁業権内に設置されているものの中から，並型コン

クリート，割石，沈船の各魚礁を潜水観察し，夫々の魚群の蛸集状況と魚礁周辺に形成されてい

る有効空間について知見を得たので報告する．

２．観察の方法と内容

鹿児島県沿岸には造成漁場の一貫として昭和30年より昭和４８年に至る期間に，築磯として

コンクリート材4240個，自然石24421.4ｍ３，人工魚礁として大型コンクリートブロック魚礁

23738個，並型コンクリートブロック魚礁45962個が設置されており（Tableｌ)，この他数

多くの種類の人工魚礁，例えば割石，古バス，沈船，タイヤ等が，主として鹿児島湾，南薩北

薩，志布志湾に投入されている2)．（Fig.１）

本研究の対象として，これらの中から薩摩半島周辺海域のもの７点を選定した．（Fig.２）内

訳は，コンクリートブロック魚礁４点（S-1,Ｎ-1,Ｎ~２，Ｆ－１の各点)，割石魚礁２点（B-1,

Ｂ－２の各点)，沈船１点（K－１点）である．いずれも昭和５０年夏より昭和５２年夏にかけて実

ヂ11‘１ｺ。

［】、ＫａｃＣ

恥
△
○

:n２

Ｎ－

Ｎ－１＃9>-send. ｇノー負⑨ndE

｡。重苓

Fig.１Totalprojectofthecoastalbank
arｒａｎｇｅｍｅｎｔ

□…Bigtypeconcreteblockreef．
○…Commontypeconcreteblockreef．
‐…Sunkenboatreef．

⑭…Stonereef．
△…Constructingbeach

（Stone，bus，tire)．

Kaiａ

.1/f〕Ｐ

鱒
□Ｌ１

ｺｏ里９

【〕１ノQp巴

甥匡

:鐸刺喜ﾗﾝ参



肥後・長島：人工魚礁の実態について一Ⅱ

PＩａｎｅｖｉｅｗ Ｓｉｄｅｖｉｅｗ

助言画 ○

①B－１

Ｂ－２Ｂ－２
ｐ
ｊ

／fT斎一三、

ぐつＣ二〉Ｃ二〉くつ
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施したもので，魚礁の設置状況，魚群の蛸集状況，付着生物等を直接潜水によって観察した．

なお水中カラーテレビ撮影（キューアイ，QAC-107型）も実施した．

３．観察結果

Ｂ-1点（Fig.３～４，ＰＩａｔｅｌ）

水深８ｍの平担な海底に設置された割石魚礁で，設置時期は江戸末期と云われる．その形

状は図示するように円形状をなし，その高さは約１ｍと低いものである．割石の個々の形状

は直径約３０ｃｍ大のものであるが，長い年月を経ているせいか凹凸がほとんどなく，平滑で

ある．割石間は付着生物（Table２）や小型の固形物で埋まり，そのためか婚集魚は全く認

められなかった．高さが低く，凹凸のほとんどない場合，また間隙のほとんどない割石の場合

の好例と云えよう．

Ｂ－２点（Fig.３～４，Ｐｌａｔｅｌ）

長さ約30ｍ，高さ約４ｍの，大きな１個の岩塊よりなる天然礁で，平担な砂地の海底上に

存在する．Ｂ-1点の小型の割石魚礁と対照的であるので観察した．この岩塊には高さ約１．５ｍ

の穴と約３ｍの亀裂が存在する．付着生物はガンガゼが裾部に群棲し，サンゴイソギンチャ

ク，トサカノリ等が岩塊全面を覆っているが，東南部の鹿児島湾口の方向にあたる斜面や裾部

にはテーブルサンゴが多い。

婚集魚は，ネンブツダイが岩塊より２～３ｍ側方に，底部より２ｍの高さまで群棲してい

る他，既述の穴と亀裂部に密群を形成していた．この他，イサキとメジナがテープルサンゴの

群棲する場所にかなり多くみられたがその群の高さは，０．５ｍをこえない状態であった．

Ｓ－１点（Fig.５）

昭和49年に設置された並型コンクリートブロック魚礁で，底質は貝殻まじりの砂である．

潜水による発見が出来ず，水中テレビを移動させながら確認した．水中テレビで視認し得たも

Iま，約１ｍの間隔をもつ２個だけであった．このうち１個は直立，他の１個は約30度傾斜

し，埋没進行中のものとみられる．

この付近一帯の海底は砂蓮の状態であるので，並型コンクリートブロック魚礁の場合は埋没

し易いのではないかと考えられる．蛸集魚は約20～30ｃｍのタイ，ブダイ等10尾程度を魚礁

付近に視認したが，その高さは海底上より約１ｍ，魚礁の側方２ｍ程度と観察した．

Ｎ~１，Ｎ~２，Ｆ－１点（Fig.６～７，Table３，ＰlateⅡ）

北薩海区から吹上浜北部に至る平坦な海底に設置された並型コンクリートブロック魚礁群で

ある．経過年数は７～10年，水深28～38ｍで，いずれもばらつきの多い設置形式のもので

ある．

Ｎ~1点：この魚礁は広範囲にぱらぱらで設置されたものの中の１個体の場合で，単体間の距

離は50ｍ以上である．フジツボ等の付着生物は豊富であるにも抱らず，蛸集魚はほとんどな

く，キタマクラ，ササノハベラ各一尾を認めたにすぎない．

Ｎ－２点：蛸集魚はかなり多く，魚礁上５～10ｍに小アジが群泳し，魚礁付近にイサキ，ウ

マヅラハギの大群が蛸集し，他にクロダイ，イシダイ，ウミヒゴイ，キタマクラ等を認めた．

内部にネンブツダイの稚魚が多数占位していたが，これらの群は個体間隔を略等しくとってお

り，葱効果現象3)に近い状態をみせていた．
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（Ｎ－１，Ｎ－２，Ｆ－１）
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Table３．Ｔｈｅａｄｈｅｒｅｄｌｉｖｉｎｇｔｈｉｎｇｓａｎｄｇａｔｈｅｒｉｎｇｆｉｓｈ
ｏｆｔｈｅｃｏｍｍｏｎｔｙｐｅｃｏｎｃｅｒｔeblockreef．
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Fig.８Pointoftheobservationbydiving．（Ｋ－１）
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Fig.７は潜水した場所での観察の範囲を示したもので，この魚礁は２段積みとなっている．

同図の２段積みの群と，右下の１段の群との空間に魚群が密群をなし，潜水者が停止するのに

戸惑う程であった．このような空間の利用は魚群の占位に極めて有効であるように考えられ

る．魚礁の周辺に形成される魚群の占位する有効空間の幅は３～４ｍ，高さは海底上約２ｍ

であり，１段の場合より若干高くなることが認められた．

Ｆ－１点：ごち網の動態実験')をかねて調査したもので，３個体隣接した形で設置されてい

た．付着生物は，Ｎ-1,Ｎ~２点のものより若干少量であり，婚集魚もＮ~2点のものよりはる

かに少ない．この魚礁で特異な現象は，３個のうち２個が埋没進行中であるということであ

る．

１個は上部より約１０ｃｍ程度残すのみで，埋没完了直前のものであり，１個は約１/2埋没

し，傾斜していた．この場合，有効空間の広さは，Ｎ~2点のものより狭く，幅，高さ共に

1ｍ内外である．埋没中の魚礁の状態より埋没の速さを推算すると，１６ｃｍ/年となる．

Ｋ－１点（Fig.８～10,Table４～６，ＰlateⅢ）

片浦湾外水深１５ｍに欄座した総トン数約275トンの鉄製の沈船魚礁である．港外の右側に

位置し，400～1000ｍの範囲の周囲に天然礁，小島，千出し，陸地があり，魚群の生息場及び

回遊場所としては好適な場所である．

船体は砂地の上に船首をＮＮＷに向け，直立の形で摘座しており，甲板上の主な構造物や

機械類はほとんどそのままの状態であり凹凸が多い．

←一一一一一一一33.0行一

Ｆｉｇ．９Thesettingconfigurationofthesunkenboatreef．
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Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ Ｎｕｍｂｅｒ

Ｆｉｇ．１０Ｔｈｅｒｅlationgatheringfishandcurrent･
Ｔｈｅｏｂｌｉｑｕｅｌｉｎｅｉｓａｓｃｈｏｏｌ．

Table４．Agatheringfishspecicsofthesunkeｎｂｏａｔｒｅｅｆ（Ｋ－１）
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Table５．Theadheredlivingthingsonthesunkenboatreef（Ｋ－１）

Spacies

Ｃｂ伽況沈加g地

〃郷αα姉0"Sc”ｓ

助cα”"ｓﾉeが”ﾉh此４獅

瑚ゆ0"ｅａｃ加畑庇ｓ

Ｂα〃”ｓオ加如α伽〃”

Ｂａ伽"ｓ＃γigり""ｓ

Ｂａ〃”ｓα”p〃γ伽

助"姉伽"ｓ”0祁加ｓ

Ｐ〃〃γｊｓｃ城γ舵ｍ

Ｍｂ”s加獅α城〃"”

Ｄｊａ庇沈ａｓ”0s柳

〃c"ｓｌｙｍ”ｓ

〃c"SCO”Ｓ

ＯＳ”α伽"s吻加g肋ｓａ

ｊＷりﾉ勿郷e”加彪γ伽”ｊａ

Ａｃ如郷〃"ｓｓｇｵ枕γ

Ａ郷c"〃ｓα"た"〃ｓ

ＤｊｇＦ"ｇａｓ”此力

ＡｄｈｅｒｅｄＰｏｓｉｔｉｏｎ

Ｗａｌｌｏｆｈｏｌｄ

Ｆｌｙｉｎｇｂｒｉｄｇｅ

Ｆｌｙｉｎｇｂｒidge

Flyingbridge

Bridge，Ｂａｗ，Stern，Ｆｕｎｎｅｌ

Ｂｒｉｄｇｅ，Ｂａｗ，Stern・Ｆｕｎｎｅｌ

Ｂｒｉｄｇｅ，Ｂａｗ，Stern・Funnel

Projectionthing

Projectioｎｔｈｉｎｇ

Ｆｌｙｉｎｇｂｒｉｄｇｅ

Ｃｏｒｎｅｒｏｆｂｒｉｄｇｅａｎｄｄｅｃｋ

Ｂｒｉｄｇｅ，Ｂａｗ，Ｆｕｎｎｅｌ

Ｂｒｉｄｇｅ，Ｂａｗ，Ｆｕｎｎｅｌ

Ｂｒｉｄｇｅ

Ｂｒｉｄｇｅ

Ｂｒｉｄｇｅ

Ｂｒｉｄｇｅ

Ｂｒｉｄｇｅ，Ｄｅｃｋ

船倉は底部にパルプ材が一段残されているが，船倉覆板は完全に除去され，長さ２６ｍ，巾

5ｍ，深さ２．７ｍの箱型の空間を形成しており，その上方にデリックが左舷外方に宙吊りの

形，またその至近に高さ１．２ｍのスタンション６本がある．

７年を経過しているが，舷側外板や船橋の側壁は厚さ１ｃｍ程度のフジツポに覆われてい

る．

即ち，この魚礁は比較的凹凸の多い，前部甲板と後部甲板，広い空間をもつ船倉，垂直方向

に凹凸の多い船橋前壁，窓を多く持つ箱型の船橋の５つの異なる小魚礁に分割されているとみ

よい．

この夫々の小魚礁に如何なる魚種がどの程度婚集するか，春夏の２季に互り観察した．婚集

魚の状態はＴａｂｌｅ４に示す通りで，ネンブツダイ，イサキが最も多く，次いで，ニザダイ，

イシダイその他となっている．

ネンブツダイは船橋を中心に広く分布するが，船橋内に最も多く，次いで，船橋上，後部甲

板，前部甲板，船橋周辺，船側の順となっている．但し，船倉内にはほとんどみられない．

この分布は潮時により，また昼夜によって異なるようである．その分布密度は潮上に厚く，

潮下に少ない．憩流時には分布域が拡がる．夜間は船橋を中心に分布域は狭るが，その高さは

昼間よりやや高くなり３ｍにも及ぶ．なお魚群量の季節的な差は少ない．従って船橋を中心と

した有効空間の広さは高さが約２，，幅は船側外約２ｍである．

船倉内は時折来遊する大・中型魚の占位る場所となる．魚種は，イサキ，メジナ，イシダ

イ，コロダイ，ブダイ等で，特に前２者が多く，500尾以上に達する時もある．占位の状態

は，魚種別に明確に群を形成し，ゆっくりした速度で船倉内の底部上１～２ｍを船首尾線方
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Ｔａｂｌｅ６．Ｒｅｓｕｌｔｓｏｆｔｈｅｄｉｖｉｎｇｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎｏntheartificialreefs

Ｋｉｎｄ

Stone

Ｃｏｍｍｏｎｔｙｐｅ

ｃｏｎｃｒｅｔｅｂｌｏｃｋ

ｒｅｅｆ

Sｕｎｋｅｎｂｏａｔｒｅｅｆ

Sｈａｐｅｏｆｒｅｅｆ

･Stone（Slopel/10）

･Ｒｏｃｋ（height5m）

・ＳｉｄｅｏｆＲｏｃｋ

Single（radiusinnerlOOm）

Ｔｗｏｂｌｏｃｋ（intervallm）

Ｔｈｒｅｅｂｌｏｃｋ

（Twoblockisburying）

OverFiveblock（ｔｗｏsteps）
〃

Ｕｐｐｅｒｐｏｓｉｔｉｏｎ

ＦｌｙｉｎｇＢｒｉｄｇｅ

ｌｎｎｅｒＢｒｉｄｇｅ

Ｏｎｔｈｅｄｅｃｋ

Ｌｏｗｅｒｐｏｓｉｔｉｏｎ

Ｈｏｌｄ

Wall・Shadow

Projectionthing

Ｏｖｅｒｓｕｎｋｅｎｂｏａｔｒｅｅｆ

Effectiveareaofreef

height（、）｜width（、）

0.5

0.5

０．３

０．５

１

１

１０－１２

iｎｎｅｒｂｌｏｃｋ

１－３

０．５－２

１－３

０．５－１

０．５－１

oｖｅｒｓｕｎｋｅｎ

ｂｏａｔｒｅｅｆ

１

２－３

２－３

２－３

２－３

ｗｉｄｅｓｃｏｐｅ

1－３

０．５

0-0.5

50-100ｍ

ｎｏｔｅ

Ｕｎｄｅｒｗａｔｅｒ

ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ
２３×１０３

８０×１０

９２×１０２

１８×１０３

８２×１０２

９×１０

Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｏｆｕｎｄｅｒｗａｔｅｒｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ、１９７７．８．１２．１２：３５－１３：３０ＷｅａｔｈｅｒＦｉｎｅ
ａｐｐａｒａｔｕｓｌＵ－２ＡｔｙｐｅｌｓｈｉｋａｗａＳａｎｇｉｙｏＫ．Ｋ、

向に遊泳を繰返し，時折前部甲板上，または左船甲板上に位置するスタンション付近に浮上す

る.この場合でも，その高さは船体上２ｍをこえることはない．滞在時間が１時間以上に及

ぶことは稀であり，来遊時期や潮時とは無関係のようである．但し夜間は全く姿を見せない．

垂直方向に凹凸の多い船橋前壁は，ネンブツダイ，イサキの幼魚，チョウチョウウオ，ミナ

ミハタタテダイ，ベラ，カサゴ，フグ類等の小型魚が多く，活発に出入りをおこなっている．

船側や舵首直下はネンブツダイが時折小群を形成しているに過ぎない．

付着生物のなかで，藻類は貧相である．特に夏，秋季は極少である．しかし，春季は，船橋

上に紅藻類のキブリモサヅキ，ホソユカリ，イバラノリ等が群棲していた．また水深１０ｍ前
後の突起物やデリックに緑藻類のミルがみられた．

また，海岸動物では，ガンガゼ，ギンタカハマ，イタボガキ，フジッポ類等が，甲板上や船

橋内外部に周年を通して群棲していた．それらの個体数は，一年を通して大きな変化はない．

水中照度に関しては，船橋上が一番明るく，船倉が暗くなっている．晴天時の水中照度測定
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値（〃幻は，船橋で２３×10,船橋内で８４×10,甲板上で２９×102,上部舷側で１８×10,船倉

は９×１０であった．

４．考察

魚礁の周辺に形成される有効空間の広さは，魚礁自体の形状によってかなり異なることが，

今回の潜水結果からも認められた．

即ち，石塊の場合には高さが５ｍとかなり高くても，有効空間の高さは海底から０．５ｍと

極めて低い（B-2点)．しかし，沈船の場合は海底から５ｍの高さの構造物上に高さ１～２

ｍ，場合によっては３ｍの有効空間が形成されている．（Ｋ-1点）前者は表面が平滑な上に，

頂部に凹凸が少ないため，底部に近い範囲にしか有効空間は形成されない．

これに対し，後者の場合は全体に凹凸が多く，また頂部付近に小型魚の占位し易い空間が存

在しているためか構造物を中心に広く有効空間が形成されており，両者の間に大きな差があ
る．総じて有効空間の広さは，底魚の場合，高さ０．５～２，，幅０．５～2ｍである．但し潮流
のある場合とか，夜間の場合等のような環境下では，多少広くなる場合がある．

魚礁が広く散ばり単体でおかれた場合（Ｎ-1点）や，魚礁全体の高さが低い場合は例え付着
生物は多くても，魚群はほとんど認められない．しかし，１箇所に３個以上隣接して凹凸のあ
る場合は魚群が認められ（F－１点)，５個以上でしかもくぼみのような適当な空間を持つ場合
は，大・中型魚が密群を形成することが認められた（Ｎ-2点)．

くぼみをもつ空間の例としては今回研究の対象とした沈船の船倉の場合がある．この船倉は
かなりの空間を有し，一見して潮溜りのような形になるにもかかわらず，多くの大・中型魚が

占位することは注目してよい．これは，上方をオープンにした箱型の鉄製魚礁に似たものとし
て一考に価する．なお，この場合，側壁上にたつスタンション，或いは垂直方向に凹凸をもつ

側面を有することは蛸集効果を高めるものと考えられる．

今回の潜水結果から，婚集魚の多かった魚礁に共通している点をあげると，付着生物とし
て，ガンガゼ，婚集魚として，ネンブツダイの存在していることである．ガンガゼは岩塊の礁

ではその裾部に，コンクリートブロック魚礁ではその周辺及び内部に，沈船では甲板上及び船
橋内に多くみられた．この現象は前報の場合と同様である．ネンブツダイは岩塊の礁では，穴
場及び亀裂部に，コンクリートブロック魚礁ではその内部に，沈船では甲板上のすべての構造
物の内部及び周辺に多くみられた．このような付着生物および小型魚と婚集効果との関係は一
応餌料説4）とも考えられるが，観察を重ねることにより解明してゆきたい．

有効空間測定については，生物的な方向より検討するより，魚礁自体の形態及び規模と関係
のある物理的な環境要因（水温，潮流，水中照度等）より検討した方が展開し易いように考え
られるので，次回はこの手法により研究を進めてゆきたい．

５．要約

鹿児島湾口，薩摩半島周辺に設置してある割石，並型コンクリートブロック，沈船の各魚礁
について潜水観察を行なった結果，次のような知見を得た．

１）割石魚礁の婿集効果は，魚礁の高さは差程問題とならず，むしろ凹凸，穴場，亀裂のあ
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るものが効果が高い．

２）並型コンクリートブロック魚礁では，単体のみでは蛸集効果は極めて低いが，３～５個

以上の群体ではその効果は高まり，特に群体間の間隔が有効空間の幅である２ｍ程度ある場

合は特に顕著である．

３）沈船魚礁では上部がオープンになった蓋なし船倉に大・中型魚の蛸集効果が高く，側壁

上のスタンション，垂直方向に凹凸を有する側壁を有する場合はその効果は更に高まる．

４）有効空間の広さは底魚の場合，高さが０．５～２，，幅が０．５～3ｍで潮流のある場合は潮

上に幅が広くなり，夜間では高さが高くなる．

５）大。中型魚の蛸集効果に最も関係のあるものとして，付着生物では，ガンガゼ，小型魚

ではネンブツダイをあげることが出来る．

本研究は文献１）と同様，昭和５１年度科学研究費の受托によって実施したものである．研究

調査に当って御協力をいただいた川内市漁業協同組合,阿久根市漁業協同組合,江口漁業協同組

合，片浦漁業協同組合，かいえい漁業協同組合，指宿市漁業協同組合，岩本漁業協同組合の各

組合長および組合員の各位に深くお礼申しあげると共に，資料の提供をいただいた鹿児島県北

薩水産業改良普及所，南薩水産業改良普及所，ならびに潜水技術の指導をいただいた九州潜水

科学研究所に深謝申し上げる次第である．
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